






【要約】 1996 年に発症した小児劇症肝炎の全国アンケート調査を行い解析した。1996 年

の 1 年間には 9 施設から 13 例の報告があった。うち 1 歳未満は 4 例で B 生 1 例、非 B 型

3 例であり、1 歳以上は 9 例で B 型 1 例非 B 型 8例であった。生存例は 10 例(76.9%)であ

ったが、このうち 3例は肝移植により救命された症例であった。B 型劇症肝炎の症例数は

89 年以降は激減しており、89～96 年は計 9 例であった。この 9 例のうち 7 例は 1 歳未満

で殆どが HBIG のみの投与、もしくは予防処置がなされていない症例であった。88 年以降

輸血後 B型劇症肝炎の発症はみられなかったことから、B型劇症肝炎の発症予防には HBIG、

HB ワクチンによる予防処置を徹底させる必要がある。


